














　幼児の健康状態は肥満をはじめとして高脂血症等年々その異常値の出現率が高くなって

いる。その背景には食物摂取状況の不規則性、偏りが指摘されているが、運動の不足のみ

ならず日常生活のなかの活動量が減少し、そのことが健康阻害要因となっていることが指

摘されている。大、中、小都市、および農村部の幼児を対象に生活状況を調査し、運動不

足の原因の追求したところ、日常の行動のなかで歩く時間が極端に短く、外遊びの少ない

子ども(週 1～2日、なし)が 31.5%、テレビ鑑賞の時間が 3時間以上 14%と活動量の少ない

子どもが多く、そのことが風邪引きやすい、食欲なしに結びついている現状が示唆された。


